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	応用
	抗原情報
	背景
	チロシンリン酸化成長因子受容体またはその細胞基質と会合するアダプタータンパク質。PP1による脱リン酸化を促進することで、EIF2S1のリン酸化レベルを低く維持する。
	研究分野
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	NCK1 (7H2) 抗体を用いた、ヒト NCK1 (AA: 20337 組み換えタンパク質) 内の NCK1 (7H2) のウエスタンブロット解析。
	

	NCK1（7H2）抗体を用いたJurkat、HeLa、HEK293、A431、K562、COS7ライセート中のNCK1（7H2）のウェスタンブロット分析
	

	NCK1 抗体と DAB 染色を使用したパラフィン包埋直腸癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	NCK1 抗体 (緑) とネガティブ コントロール (赤) で染色した Jurkat のフローサイトメトリー分析。

